
AKKODiS Tech Report 2023 Vol. 1

© 2023 AKKODiS Consulting Ltd.

AIビジネスに取り組む

国内企業の可能性
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はじめに
AIの進歩は、それを巧みに使いこなした企業に対し、新たなソ
リューションの開発と市場導入の機会を大幅に拡大させる、革新的
な変化である。特に「ChatGPT」を代表とする生成AIは、近年で
最も革命的なソリューションであり、それを使いこなせるか否か
は、企業の今後の成長にとって死活問題となりかねない。 

AKKODiS Tech Report について

AKKODiS Tech Report は、クライアントが直面する
現在と未来の課題に対し新たな視点を提供することを
目的に、社会課題と技術動向を深く洞察し、その解釈
としてホワイトペーパーやインタビュー、対談記事を
発行するものです。

本稿では、生成AIを活用した先端的なサービスを展開する2つの国
内企業、株式会社ギブリー（東京・渋谷）とハックフォープレイ株
式会社（石川・金沢）を紹介する。ギブリーは社内向け生成AI環境
を提供し、ハックフォープレイはプログラミング教育サービスの提
供している。 

これらの企業は、AIをどのように活用し、どのように市場に変革を
もたらしているのであろうか。独創的かつ画期的な新サービスを提
供する、この2社のインタビューを通じ、AIビジネスに取組む国内
企業の可能性を探っていきたい。  



取締役 山川雄志氏
株式会社ギブリー

現在、世界中で話題になっている技術といえば「生成AI」（ジェネレーティ
ブAI）だ。生成AIとは、コンピューターが学習したデータを基に、新しい情
報を生成する技術を指す。


この技術のひとつである「大規模言語モデル」（Large Language Model＝
LLM）は、高度な文章作成に特化している。ユーザーが質問を入力すると、
AIがまるで人間が作ったかのような自然な文章で回答を生成する技術だ。


2022年11月、この「大規模言語モデル」を使ったサービス「ChatGPT」がリ
リースされた。アメリカのOpenAI社が開発し、誰もが使える無料のサービス
として公開されて以来、世界中に広まっている。


ChatGPTを使ったさまざまなサービスが生まれている中、ビジネスシーンで
注目を集めているのが、株式会社ギブリーが提供している「法人GAI」だ。


今回は、株式会社ギブリーの取締役である山川雄志氏に、サービスの内容や
生成AI全般に対する見解などを伺った。

ChatGPTは優秀なアシスタント。

「法人GAI」で誰もがビジネスをよりスムーズに

ChatGPTは

優秀なアシスタント。
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OpenAI社が提供している大規模言語モデ
ル（LLM）のGPT-4を、自社専用の環境
で使えるソリューションです。


無料で公開されているChatGPTは、BtoC
のサービスです。ユーザーは無料で利用で
きる代わりに、入力したデータはすべて
OpenAI社に送られて、ChatGPTの学習に
活用されます。


この状態のままビジネスに利用すると、自
社のデータがChatGPTに学習されてしま
い、ほかのユーザーに伝わる可能性もあり
ます。


一方、ChatGPTのAPIを通じて、ユーザー
が入力したデータはChatGPTの学習には
使われません。弊社の「法人GAI」はAPI
経由でChatGPTを利用できる環境を構築
しているため、ChatGPTの学習に自社の
データが使われる心配はありません。「法
人GAI」は、企業でもChatGPTを利用しや
すくなっているというのが、1つめのポイ
ントになります。


２つめのポイントは、プロンプトレシピで
す。これは、エンドユーザーの皆様が
ChatGPTの使い方がわからなくても、あ
らかじめこちらが用意しているプロンプト
（AIへの命令文）をボタンをワンクリック
するだけで使えるという機能です。これに
より、ユーザーのITリテラシーにかかわら
ず、ChatGPTによる業務の自動化が可能に
なります。

３つめのポイントは、セキュリティ面で
す。先ほど、入力したデータがChatGPTの
学習に活用されないという話をしました
が、それ以外にも、個人情報や機密情報な
ど、ChatGPT側に送信したくない情報に
ついては、入力時にアラートを出せるよう
になっていたり、情報がマスキングされる
ようになっています。この独自の機能によ
り、さらに強固な環境でChatGPTを安心
してお使いいただけます。

御社が提供されている「法人
GAI」というサービスについて教
えてください。

「法人GAI」の3つのポイント
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ChatGPT側に情報は送信されな
いけれど、社内で使う大規模言語
モデルは学習をして成長していく
のでしょうか。

その場合は、自社専用の大規模言語モデル
を作り、そこに情報を追加して学習させて
いくという方向性になります。これはファ
インチューニングという言い方をするので
すが、割と大規模な開発になるので、要望
がある企業様に対して個別に提案するとい
う形をとっています。

プロンプトレシピというのは、具
体的にどのような作業ができるの
でしょうか。

代表的なプロンプトレシピとして「営業ア
シスタント」があります。これは、営業職
の方が、お客様と商談をしたときの議事録
やメモを、営業アシスタント上にコピー＆
ペーストして使います。この機能では、次
にどのようなアクションを起こせば受注に
つながりやすいかということを教えてくれ
ます。
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法人GAIの画面

営業アシスタントの画面

また、上司への報告書の作成機能もあります。これを使うことで、上司は報告書の書き方
などを部下に教える手間がなくなりますし、部下も上司に不明点を聞くということもなく
なります。


これらはすべてGPT-4によって生成されるわけですが、要件通りのものを作るプロンプト
を書くのは難しいです。それを我々があらかじめ作ることで、プロンプトを書く労力を軽
減しています。



同様に、不動産や金融など、それぞれの業
界ことにニーズがあるはずです。それらを
バーチカルに作っていきたいと思っていま
す。

上司にも部下にもメリットがある
サービスなんですね。

営業以外の職種では、どのような
使い方ができますか？

そうです。法人GAIや営業アシスタント
は、部下にとっては上司、上司にとっては
部下のような位置付けになります。

人事の場合は、求職者の情報を入力すれ
ば、面接での質問事項を生成できます。欲
しい人材の要件を入力して、求人票を生成
することも可能です。同じように、あらゆ
る領域の職種に対してバーチカルに作って
いく予定です。


職種だけではなく、業界ごとのサービスも
作っています。今、不動産会社さんと弊社
がパートナーシップを結んで、サービスを
開発しています。不動産業界は、教育に工
数が割けずに営業成果がでる社員とそうで
ない社員の差が出やすいという課題があり
ます。特定領域の知識が問われる点や、特
殊な商習慣が影響しているとも考えられれ
ます。


このような課題を解決するために不動産領
域ならではのプロンプトレシピを開発し、
不動産業界の企業様に提供していきたいと
考えています。


また地方自治体や中央省庁の職員の方を
ターゲットとした。行政業務に特化したプ
ロンプトも開発しています。例えば政策の
企画や評価、仕様書の生成など特定の職種
向けではあるものの、多くの従事者が活用
するであろうプロンプトを企画し、常時開
発・改善を進めています。

インターネットの歴史上、一番革命的なソ
リューションだと思っています。今まで発
明されてきた技術は、人間が恣意的に「こ
うしたい」と思ったものを実現するための
技術だと思います。自ら何かをクリエイト
する技術ではなかった。人間がやってきた
ことの代替だったわけです。人間でもでき
ることを、もっと精度を高く速くやるとい
う技術でした。


一方、生成AIは、アウトプットのクオリ
ティやスピードという点を含めて人間がで
きなかったことをできるようにしたり、ク
リエイティブなものを生成したりするとい
う点において、これまでにはない発明とい
えるでしょう。


生成AIによって仕事が奪われるという話も
ちらほら聞きます。しかし、職業そのもの
がなくなることと、日常業務のタスクがな
くなることが同義で語られることがあるた
め、この文脈は発信する側も受け取る側も
注意が必要です。
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生成AIは革命的なソリュー
ション

ChatGPTをはじめとした生成AI
が今話題になっていますが、御社
は生成AIをどのようなものだとお
考えでしょうか。




























